
菊
鹿
測
量
及
寓
鹿

製

図

の

歴

史

高

木

177)
7={･T

≡
-･トーー
一

n
ハ

m
H

鵜

苫

銘
長
州
盈
及
･3:･3品
班
問

端
板
桝
影
相
次
其
球
数

地
上
威

地
上
幻
炭
の
印
加

(
イ
)
背
的
地
上
鮎
戯

(
口
)
パ
ノ
ラ
マ
銘
炭

(
ハ
)
兜
追
鶴
展

I..-､巾
:&
:5.g･:

Ph･毒

鮎
貝
の
和
戦

(
A
)
相
好
岬
Li
於
け
る
相
好
手
段
及
耽
聡
に
依
る
国
別

(イ
)
鵜
限
食
餌
展

(
ロ
)

跳
満
幻
罰

(
I,
)
範
球
幻
員

(
ニ
)
航
増
棚
･Tp!鼠

(
Fq
)
槻
鮮
岬
に
於
げ
ろ
蟹

的
機
の
雅
相
と
水
中
田
と
施
す
角
の

大
小
及
'
用
途
に
伐
る
院
別

望

駅
測
鼠
及
竃

出
難
問
の
僻
ぬ

(
イ
)
染
直
銘
品

(
口
)
水
平
銘
員

(
ハ
)
斜
鰯
戚

(

C
)城
野
の
庭

園
及

方
法
に
依
る
区
別

(

イ

)

騒

7
解
員

(
ロ
)
迎
縛
寓
鼠

(
[;
)
双
眼
競
馬

銘
畏
測
虫
茨
城
県
製
相
の
雁
史

放

言緒

膏

峨
近
航
基
澱
並
に
馬
具
柵
の
磯
連
は
'
欧
洲
大
戦
の

飴
智
を

受
け
'
陸
上
並
に
水
上
譜
地
図
の
製
作
に
閲
し

著
し
-

劃
期
的
進
展
の
足
蹟
を
残
し
､
爾
来
幾
多
の
研

究
的
業
蹟
を
積
み
､
霜
に
箇
衆
の
測
量
的
手
段
に
依
る

諸
種
の
詳
密
的
地
間
を
し
て
p
科
撃
的
に
亦
迅
速
に
'

且
経
酒
的
に
立
脚
し
た
る
簡
易
的
操
作
に
依
る
地
園
の

作
製
を
企
図
し
､
之
れ
が
道
程
た
る
測
量
も
並
に
異
聞

]空

二
九



地

線

節
十
二
容

に
.

一
大
塵
革
の
長
石
か
･J投
じ
た
る
も
の
に
し
て
､

時

代
の
進
運
は
､
漸
次
之
れ
に
順
臆
し
た
る
諸
相
の
施
設

を
以
て
p
之
れ
が
需
用
を
満
足
せ
し
む
る
に
至
れ
･cl｡

今
其
過
程
の
阿
繭
に
降
し
'
之
れ
が
基
底
を
な
す
葛

輿
的

諸
原
に
就
き
て

1皆
を
典

へ
､
次
で
之
絢
が
､
測

盈
並
に
基
周
蔵
蓮
の
歴
史
の
概
況
を
遭
遇
せ
ん
ど
す
｡

寓
箆
測
量
及
駕
鹿
製
国

馬
具
測
最
.1J
は
､
馬
具
術
に
依
･C,て
撮
影
し
た
る
紫

色
謂
p
即
ち
馬
具
撮
影
に
基
き
て
.
地
上
に
於
け
る
聞

象
諸
積
の
敦
定
を
為
す
の
法
を
こぶ
ひ
､
之
れ
に
依
り
て

其
の
概
要
閲
.
若
-
は
詳
密
地
閲
を
､
作
製
す
る
の
諸

法
を
馬
具
異
聞
だ
科
す
.

寛
藍
操
乾
固
及
異
種
療

罵
異
撮
影
閲
は
､
器
具
測
畳
及
び
馬
具
異
聞
､
並
に

用
兵
作
戦
､
其
他
計
請
偵
察
等
の
'
異
質
な
る
資
料
を

な
す
も
の
に
し
て
､
投
影
の
方
法
及
び
､
目
的
に
依
･C,

之
れ
を
地
上
馬
具
皮
蛋
申
馬
具
に
大
別
す
u

地
上
薦
底

G

rou
nd
P
h
otograp
h

地
上
籍
異
だ
は
､

其
用途
に
臆
せ
る
地
上

一
般
の
情

勢
を
親
和
せ
ん
が
為
め
.
普
通
君
-
は
特
別
の
寓
異
機

解
四
班

二
宍

三〇

を
以
て
地
上
の

1
瓢
よ
-
基
地
瓢
を
撮
影
し
た
る
馬
具

を
云
ふ
0
地
上
駕
寅
の
種
耕

地
上
端
異
は
こ
れ
を
(
イ
)
普
通
地
上
駕
晃
(
こ

''T
ノ

ラ
マ
(
盆
景
)驚
異
及
(
'1
)
翌
遼
鴬
巣
の
三
種
に
分
つ
.

(
普
)普
通
地
上
寡
畏

普
通
地
上
･+AP巌
と
は
.
普
通
の
寓
鼻
機
を
使
用
し
地

上
にこ
於
て
撮
影
す
る
も
の
に
L
で
､
軍
事
上
'
畢
術
上

著
-
は
薯
川
上
に
於
て
､
其
状
況
等
を
詳
報
す
る
に
通

切
な
る
資
料
を
作
製
す
る
馬
に
利
用
し
て
､
頗
る
多
大

の
効
果
を
筋
ら
し
程
べ
き
朗
の
も
の
な
-
.
而
し
て
､

相
中
行
し
て
掘
好
せ
る
究
異
､
二
菜
宛
を
組
各
す
る
事

に
依
-
て
p
時
に
資
櫨
(
双
眼
)等
奥
だ
し
て
p
取
扱
ふ

こ
ど
な
縛
.
又
之
れ
に
或
る
時
は
p
遠
近
観
念
を
明
瞭

な
ら
し
め
､
賓
膿
的
韮
況
を
目
前
に
窺
知
し
得
て

1
暦

其
の
慣
櫓
を
p
噂
加
す
る
事
を
得
る
も
の
な
ゎ
｡

(
Z3
)
パ
ノ
ラ
マ
等
異

P
an
o
r
am
a
P
ho
t
o
g
r
a
p
h

パ
ノ
ラ
マ
馬
具
は
p

一
に

各
条
馬
具

Y
J
も

栴
し
.
所

謂
水
平
馬
具
の

一
種
に
し
て
特
殊
罵
輿
機
を
以
て
撮
影



瑠
る
な
普
通
だ
す
る
旗
滅
罪
の
篤
異
聞
に
し
て
ー
最
も

短
時
間
に
て
.
比
陵
的
琉
正
角
の
地
域
を
､
撮
影
し
待

る
所
の
も
の
な
-
.
時
に
地
上
馬
具
測
農
に
利
用
せ
ら

る
O
叉
其
小
型
の
,も
の
に
准
-
て
は
も
特
に
軍
事
上
其

他
の
利
用
に
於
で
､
政
も
利
便
多
き
朋
の
も
の
な
ら
｡

(
八
)望
遠
褐
輿

T
elep
h
.tog
rap
h

望
遠
寄
奥
は
､
通
弧
の
良
好
な
る
位
置
よ
り
焦
鮎
正

郎
の
大
な
る
整

輿
轍
を
以
て
､
撮
影
せ
る
も
の
に
し
て

遠
距
雛
に
在
る
.
婁
部
'
妥
鮎
の
p
等

興
を
撮
影
す
る

に
使
用
す
る
も
の
に
し
て
､
其
篤
鼻
面
に
就
き
て
､
精

細
な
る
探
究
を
p
要
す
る
場
食
に
於
で
'
特
に
必
婁
な

る
も
の
な
pc10

空
中
素
直

A
ir
P
h
.t･grap
h

蛋
中
富
異
ビ
は
.
地
上
の

一
端
を
離
れ
平

心
室
中
の

基

一
瓢
よ
-
据
影
し
た
る
へ
各
種
場
各
の
地
上
写

典
に

し
て
､
其
手
段
及
方
法
に
依
㌔

数
種
に
笹
別
せ
ら
る

而
し
て
p
撮
形
地
鮎
の
､
上
下
的
位
置
の
鼻
動
にこ
依
る

渚
種
の
馬
具
を
紙
栴
し
て
'
益
中
審
異
だ
科
す
｡

空
中
篤
寅
の
檀
紙

巷
中
箱
鼻
は
(A
)其
撮
影
峠
に
於
け
る
撮
影
手
段
及

窮
鼠
測
盈
及
幻
貝
馳
樹
の
鮮
血

位
置比
に
依
-
(
メ
)鳥
眼
党
籍
輿
(
ロ
)紙
蔑
寓
異
(
ご
気

球
葛
輿
及
び
〔
ニ
)航
巷
(

飛
行
)機
寓
異
の
四
種
に
分
ち

(B
)撮
影
時
に
於
け
る
需
異
曲
の
光
卵
hJ
､
水
平
面
ど

の

為
す
角
の
大
小
及
び
'
用
途
に
依
-
､
(
メ
)垂
直
寓

最
(
こ
水
平
第
輿
(
ご
斜
需
異
の
三
種
ど
す
｡
又
(C
)

掲
影
の
範
囲
及
び
方
法
に
依
･cIP
(
イ
)軍

一
幕
展
(
こ

連
結
葛
異
及
び
(
こ
双
眼
葛
輿

の
三
種
に
国
別
す
｡

(

A
)

撮
影
時
に
於
け
る
撮
影
手
段
及

位
置
に
依
る
国
別

ハ
イ
)鳥
眼
景
第
最

B
ird,
s
eye
V
iew
P
h
otograp

h

鳥
目艮
濃
霧
異
は
､
鳥
轍

の

眼
に
映
し
た
も
ど
の
暇

定

に
基
き
地
上
の
高
所
､
若
-
は
'
堂
塔
の
上
部
よ
ゎ
､

放
下
撮
影
し
た
る
蔓

典
に
し
て
'
地
上
革

輿
に
封
し
て

撮
影
鮎
高
-
し
て
弧
界
の
和
軍

m
も
の
聖
芯
ふ
.

(
こ

紙
悪
覚
異

K
ite
P
h
otog
rap
h

紙
麿
霧
畏
bJ
は
､
未
だ
航
轟
磯
の
敏
捷
せ
ぎ
り
し
時
代

に
放
て
p
高
所
よ
り

望観
せ
る
状
況
を
知
ら
ん
が
食
め

寓
展
機
を
装
置
せ
る
紙
鳶
を
'
飛
揚
せ
し
め
'
之
れ
に

依
rf
そ

.
地
上
の
基
所
を
撮
影
し
た
る
も
の
に
し
て
.

71L六
g
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地

球

約
十
二
食

鳥
眼
叔

寓
鼻
よ
ゎ
ヽ

撮
影
地
鮎
の
放
置
の
､
柿
間
き
も

の
に
し

て
､
高
さ
に
於
て
'
束
球
宴
異
ど
の
中
間
に
､

位
す
る
朗
の
も
の
空

茶
ふ
｡

(
ご
朱
球
葛
展

B
aI一o
o
n

P
h
o
to
g
r
ap
h

気
球
驚
異
k
)紘
.
自
由
気
球
､
若
-

は
繋
留

気

球
上

よ
り
撮
影
し
た
る
筈
輿
に
し
て
､
比
較
的
高
所
よ
･C
1.

地
上
を
伏
順
若
-
は
寓
硯
し
た
る
も
の
に
し
て
'
釈
鳶

驚
異
よ
･Q
t

一
層
提
影
の

高
き
も
の
空

茶
ふ
｡

(
ニ
)航
寅
磯
寓
輿

A
ar
ial(A
ero
P
F
in
)
P
h
o
to
g
r
a
p
h

航
益
城
馬
具
W
は
､
航

碁

敵

著

-
は

､

飛

行

機

等

の

如
き
昇
降
遊
動
り
自
軍
な
る
航
姿
機
上
よ
-
撮
影
し
た

る
も
の
に
し
て

'
一
に
飛
行
機
寓
晃
1J
も
宿
せ
ら
る
航

麓
機
寓
異
に
し
て
､
其
垂
直
の
も
の
に
あ
･O
て
は
､
摸

影
鮎
の
高
低
に
依
-
､
其
の
罵
晃
梯
尺
の
数
億
を
自
在

な
ら
し
め
､
部
分
的
に
亦
､
連
頂
的
に
､
最
も
地
園
に

類
似
し
､
笹
ろ
､
其
本
質
的
敏
鮎
た
る
､
若
干
の
地
閲

的
表
現
の
不
備
を
除
外
し
､
之
れ
を
補
正
す
る
を
符
ば

最
も
進
化
せ
る
､

.i
大
路
地
図
た
る
を
､
朱
は
ざ
る
も

の
な
-
ど
す
¢

節

凹
絞

二
山‥

(

三
二

(恕
)撮
影
時
に
於
け
る
海
兵
磯
の
光
軸

ビ
､
水
平
面
ど
の
な
す
角
の
大
小

及
､
用
途
に
依
る
隈
別

(
イ
J重
商
寄
鼻
V

e
r
t

ic

at
P
h
o
to
grap
h

率
直
等
輿
だ
は
も
光
軸
の
方
向

だ
水
平
面

ど

の
な
す

角
､
概
ね
九
十
度
附
鑑
の
寓
輿
に
し
て
'
地
図
的
性
質

に
鑑
み
､
既
成
地
図
･JJJ
の
封
照
容
易
に
し
て
'
地
表
面

上
に
於
け
る
､
渚
被
布
鰭
は
､
掩
蔽
せ
ら
る
ゝ
こ
ど
な

-
現
出
す
る
も
P
見
潰
し
た
る
形
態
な
る
を
以
て
.
土

地
の
高
低
起
伏
を
ー
比
梗
す
る
轟
国
東
な
-
､
又

7
枚

の
蔵
版
を
以
て
す
る
撮
影
範
囲
､
比
較
的
小
な
る
を
以

て
七
大
な
る
範
囲
の
為
に
は
'
審
鼻
材
料
ビ
.
撮
影
時

間
だ
を
､
節
約
し
得
ざ
る
の
不
利
あ
･･O
､
然
れ
TJ,
も
'

同

山
垂
直
葛
泉
両
は
､
概
ね
同

1
梯
尺
ビ
児
倣
し
得
る

が
故
に
､
基
成
篤
農
だ
し
て
用
ゆ
る
に
便
な
る
の
み
な

ら
ず
､
局
部
に
就
て
､
多
-
の
状
況
を
'
知
得
し
得
る

が
故
に
､
軍
用
上
p
文
中
特
用
だ
し
て
も
'
探
見
'
調

査
其
他
の
研
究
等
に
向
つ
て

p鬼
婆
な
る
資
料
を
提
供

し
'
且
つ
地
閲
的
利
用
に
通
す
｡

航
基
横
幕
鼻
は
､
是
等
の
目
的
に
向
っ
て
利
用
せ
ら



る
～
朗
の
-
の
に
し
て
､
其
多
-
は
之
れ
に
属
す
｡

ハ
ロ
)水
平
驚
異H
o
riz
o
n
ta
t
P
h
oILOgra
Ph

水
平
葛
異
ビ
は
'
光
軸
ビ
水
平

耐

ど
の
な
す
角
の
最

小
な
る
寛
異
に
し
て
､
水
準
の
覗
瓶
に
於
で
地
平
線
を

含
む
'
約
十
度
以
内

の
篤
異
を
普
通
だ
L
t
其
角
漸
次

増
大

し
て
水
平
面
だ
な
す
角
､
約
四
十
五
度
に
至
れ
ば

金
き
斜
馬
具
を
な
す
も
の
に
し
て
'
其
担
化
漸
担
的
に

し
て
､
明
確
な
る
境
界
を
有
せ
ず
､
殆
ん
ざ
.
描
象
的

の
観
を
有
す
る
も
の
t.b
わ
o

(
.i
)
斜
掲
晃

O
btiqueP
h
otograp
h

斜
葛
晃
だ
は
.光
軸
ビ
水
平
面

ど
の
な
す
角
の
､小
な

る
馬
具
L1こ
し
て
四
十
五
度
附
近
の
も
の
空

芯
ひ
.
蓬
に

地
平
線
を
含
む
に
至
る
が
故
に

〔
此
場
令
は
特
に
水
平

謁
異
だ
呼
ぶ
こ
空
の
-
)
被
篤
髄
の
闘
係
位
置
等
の
.

遠
隔
す
る
に
従
ひ
'
逓
減
縮
小
す
る
こ
亡
.
恰
も
高
地

上
よ
hエ
肌
地
を
望
見
す
る
だ
基
軌
を

一
に
す
る
を
以
て

渦
線
.
死
角
地
を
有
L
､
基
の
灘
祝
は
､
高
庇
だ
光

軸

の
傾
斜
の
小
な
る
に
従
ひ
.
益
々
大
ど
な
る
P
又
垂
直

第
鼻
に
比
す
れ
ば
.
地
図
ど
の
封
照
相
関
難
な
る
の
不

琉
員
洲
虫
及

幻
尻
艶
聞
の
臓
ぬ

利
あ
る
も
ー
高
度
の
大
な
る
に
従
ひ
､
撮
影
鶴
間
班
大

し
､
各
般
の
地
形
を
大
観
し
.
叩
k
な
ら
し
め
且
つ
馬

具
材
料
及
摘
影
時
間
を
節
約
し
得

べ

-
'
殊
に
土
地
の

高
低
､
起
伏
を
知
悉
す
る
に
便
な
る
も
の
L･.
-
故
に
､

垂
直
寓
異
を
併
用
す
る
時
は
､
垂
直
写

典
上

に
於
で
.

不
明
な
る
も
の
も
､
斜
方
向
に
於
で
現
出
せ
ら
る
ゝ
を

以
て
､
或
は
土
地
の
起
伏
'
地
表
田
上
に
於
け
る
被
寛

鰹
の
高
さ
等
を
､
比
較
判
断
す
る
の
外
'
地
聞
L･4
き
地

方
に
於
で
p
殊
に
状
況
上
､
直
ち
に
之
れ
を
地
閲
的
Li

利
用
し
､
頗
る
其
慣
偶
を
凝
滞
す
る
こ
ど
あ
-
｡
風
農

園
t
L
a
n
d
scap
e
金
魚
団

P
a
n
o
ram
a
V
iew
点
眼
固

B
ird
s
ey
e
V
iew
紙
悪
寒
異

K
ite
P
h
.
tog
rap
h
気
球

見
取
固

B
a11oo
n

v
ie
w

の

一
部
及
び
航

･.T4.オ
九
牧
園

A
e
r
o
p
l.ain
V
iew

の

一
部
は
薯
に
之
れ
に
屈
す
｡

(
鑑
)
据
影
の
範
囲
及
方
法
に
依
る
置
別

(
メ
)畢

<i
罵
異

S
in
g
ie
P
h
otog
rap
h

単

一
篤
興
亡
は
､
普
通
宴
異
の
如
-
撮
影
す

べ
き

目

標
毎
に
'
撮
影
す
る
も
の
に
し
て
'
此
鮫
的
迅
速
に
撮

影
密
行
ひ
村
べ
き
も
'
他
亡
の
連
繋
に
於
て
､
鉄
-
る

所
多
き
も
の
RjJ
す
.責

九

三
三



lLS

球

節
十
二
懇

節
仰
雄

志

〇

三
凹

(
p
)連
紹
馬
具

C
on
tin
u
a
l
P
h

o叶ograp
h

迅
雷
富
異
ビ
は
､
希
望
す
る
撮
影
地

域
全
部
を
包
含

す
る
馬
風
間
を
調
製
せ
ん
だ
す
る
時
用
ふ
る
を
通
例
ビ

す
る
も
.
地
域
及
び
相
月
の
大
な
る
に
捉
ひ
'
掲
影
益

々
困
難
ど
な
-
p
殊
に
天
使
'
気
象
及
譜
種
状
況
の
影

響
を
受
け
易
-
3
叉
多
数
の
材
料
を
必
要
bJ
す
る
の
不

便
あ
-
｡
斜
馬
具
に
依
る
連
縛
馬
具
に
於
て
ほ
.
某
所

珊
寛

に
困
難
に
し
て
中
々
に
好
結
果
を
得
難
-
p
此

場

合に
於
て
､
''q

ノ
ラ
マ
馬
具
槽
を
用
ふ
れ
ば
､
若
干
之

れ
が
成
果
に
於

で
p
満
足
な
る
結

果を
得
る
所
あ
る
も

の
な
･･n
｡
近
時
並
兼
利
卸
合
鍵
閥
に
於
て
は
.
ア
ラ
ス

カ
地
方
の
瑚
豊
に
方
-
､
パ
ノ
ラ
マ
寄
異
に
依
る
地
閲

の
製
作
を
賓
施
し
.
相
皆
の
成
典
を
収
め
た
る
朗
の
も

S
hな
ら
0

(
'1
)
双
眼
馬
具

Stere0
Photograph

双
倣
馬
具
は

1
に
薯
偲
寛
異
ど

も
綱

し
､
同
一
被
葛

櫨
に
勤
し
硯
瓢
を
異
に
す
る
二
枚
の
影
像
を
撹
影
し
､

寵
髄
鋸
に
依
り
'
恰
も
食
物
の
如
-
観
察

し
p
諾
測
定

並
に
勘
塵
を
行
は
ん
だ
欲

す

る

所

の
も
の

な
-

｡

鉱
に

吾
人
の
眼
は
､
約
二
百
米
袋
を
限
度
ビ

し
て
､
距
離
の

遠
近
を
測
定
し
程
る
朗
の
も
の
に
し
て
p
其
ー監
孔
の
間

隔
は
'
平
均
約
六
糎
五
邦
な
-
.
故
に
此
班
を
頗
用
し

て
眼
鋸
に
依
-
'
其
内
容
を
賓
性
的
に
竃
破
し
得
る
所

の
も

の
な
る
を
以
J
J
P

地
形
細
部
の
.列
惑
う

又
は
地

貌
.
地
物
の
高
低
等
を
p
此
瞭
考
究
す
る
に
便
な
も
の

LIB
-
0
霧
罵
測
蛍
及
篤
底
艶
聞
の
歴
史

馬
具
測
義
正
は
.
現
地
に
於
て
据
影
し
た
る
水
軍
､

垂
直
'
斜
等
の
寄
異
投
影
閲
即
ち
寓
鼎
番
に
基
き
'
苗

市
中
の
地
物
地
貌
を
.
判
讃
'
測
定
せ
ん
だ
す
る
の
方

法
に
し
て
ー
此
故
的
簡
単
に
'
且
精
粗
各
種
の
地
形
閲

乃
至
婁
間
等
を
､
作
製
せ
ん
だ
す
る
に
あ
-
､
而
し
て

其
の
基
本
的
原
糊
は
､
罵
異
術
の
畿
鬼
以
前
'
西
暦

1

七
五
九
年

(
我
賓
俸
九
年
)
の
頃
に
於
て
'
ラ
ム
ベ
ル

･･-
L
am
b
ert
に
依
-
て
'
委
曲
立
論
せ
ら
れ
L
に
起

因
L
t
其
後
傾
歴

山
七
九

一
年
(寛
些

二
年
)
ボ
ン
ク
'

ボ
プ
レ
ー

B
o
n
ta
B
ub
u
re
は
､

其
の
撃
術
研
究
の
旅

行
中
'

ラ
ム

ベ
ル
ト
の
原
理
を
､
貸
地
に
腰
用
し
て
'

地
岡
を
作
製
し
た

-
.fJ
云
ふ
.
是
れ
賓
に
世
界
に
於
け

る
9
寛
典
的
測
丑
製
園
の
濫
値
毎
･-
ど
す
0



次
で
本
楯
の
登
展
に
基
礎
的
の
動
機
を
典

へ
た
る
TP

の
は
馬
具
術
の
聡
明
に
し
て
､
両
度

一
七
九
五
年

(
寛

政
七
年
)
に
放
け
る
p
英
閥
人
ブ
p
ツ
ハ
ム
如

'
硝
酸

銀
を
塗
れ
る
象
牙
を
､
映
寓
暗
敵
中
に
曝
露
し
て
､
馬

具
郡
を
租
た
る
を
p
飴
め
ざ
し
､
酉
厚

lL
八

一
三
年

(

文
化
十
年
)
俳
閑
人

tl
-
ブ
ス

Nie
pes
兄
弟
の
馬
具

の
化
撃
的
聴
見
並
に
､

酉
膳

一
八
三

九
年
(
天
保
十
年
)

に
於
け
る
､
備
図
人
ダ
ケ
ー

ル

D
agu
ere
の
'
罵
畏
縮

の
紀
元
的
聡
明
'
ダ
ケ
ー

ル
タ
イ
プ
即
ち
鉄
板
希
泉
の

完
成
を
見
､
以
後
幾
多

の
遷
座
を
雑
'
撃
者
､
篤
志
家

艶
出
し
､
著
し
-
発
明
改
良
の
賓
を
轟
ぐ
る
に
至
れ
-

俳
人
グ
ー
-
ユ
ー
サ
ッ
ク
の
如
き
は
､
後
世
欝
異
が
､

測
最
術
の
上
に
､
多
大
な
る
恩
恵
を
典
ふ
べ
き
こ
AfJ
を

換
言
せ
り
三
石
ふ
｡

其

後

呆
異
術
は
'
散
見
に
次
ぐ
に
教
兄
を
以
て
し
､

雄
明
にこ
次
ぐ
に
発
明
を
以
て
L
p
蓬
に

一
部
好
事
著
聞

の
戯
部
.
管
-
は
撃
老
雄
の
研
究
の
飴
訴
･,J
の
み
p
思

考
せ
ら
れ
た
る
馬
具
も
'
漸
次
之
れ
が
改
良
発
展
の
数

を
韮
ね
る
に
随
ひ
､
遂
に
之
れ
が
研
究
の
域
を
脱
L
で

賓
用
的
万
両
に
迄
進
展
し
.
大
に
恥
骨
的
利
用
の
薯
典

幻
損
州
見

放

琉
員
数
問
の
挺
出

を
畢
ぐ
る
に
祭
れ
-
O

今
誠
に
需
兵
術

の
敏
速
が
如
何
に
馬
具
測
風見
に
寄
典

す
る
に
至
-
た
る
か
ビ
考
ふ
る
に
常
-
､
葛
畏
縮
の
物

理
的
並
に
化
隼
的
の
塘
蓮
の
'
預
-
て
力
あ
わ
た
る
轟

は
､
賂
推
察
す
る
に
難
か
ら
ざ
る
ペ
し
｡
今
其
主
な
る

も
の
を
考
察
す
れ
ば
p

レ
ン
ズ
の
改
良
rfJ
鉾
田
時
間
の

短
縮
p
其
他
化
撃
の
進
歩
は
'
現
賓
的
朋
班
を
'
簡
易

化
に
導
R
TJた
る
に
依
る
も
の
に
し
て
'
今
馬
具
楯
の
聡

明
的
埠
蓬
を
省
み
れ
ば
左
の
如
し
｡

名

秤

へ
リ
オ
ダ
ラ
ービ
I

粍

葡

幻原

ダ
ゲ

ールかイブ
鉄

蹄
紫

威

力
ロ
タ

イ
プ

沃

土

鎚

･第
品

潟
枚
･'竹払
炭

T;EEチ
オ

ン

肝柿
地
壕

托

板

鴇
色
洗
練

阿

腿

乾
板

門
別
怨

へ
俳
人
)
ダ
ケ
ー
ル

及

ニ
ー
ブ

ス

(
俳
人
)

ダ
ゲ
ー
ル

ホ

ッ

ク
ス
｡
ゲ

ル

山小
･}
.
･i

(
英

人
)
ス

コ
ッ

ト

ア
ー

チ
ャ
ー

(
俳
人
)

ト

ー
ぺ

ノ

(洞

人
)

フ
ォ
ー
ゲ
ル

へ
耽
､
人
)

マ
ド
ッ
グ
ス

二
七
.i

碇
明
年
代

鉾

的

峰
閃

7
八
二
九
年

(
文
政
十
二
坤
)

叫
八
三
九
年

(
大
仰
十
坤
)

T
八
凹

L
i
･

(
天
保
十
二
稗
)

7
八
五

]
坤

(窮
永
凹
年
)

1
八

五

瓦

解

(
安
政
二
年
)■

i
八
と
三
咋

(
明
治
六
舛
)

一
八
七
八
神

(
別
派
十

-
坤
)

三
五

六
時
間

三
十

分
時

三
分
岬

十

秒

岬

十

五

秒

婚

↓
砂
時



地

域

筋
十
二
怨

而
し
て
近
時
其
乾
板
の
取
扱
及
東
急
の
軽
減
に
就
て

種
々
研
究
の
粘
弗
､
租
手
製
乾
版
に
代
る
に
フ
イ
ル
ム

製
乾
蚊
を
以
て
す
る
に
至
-
.
寄
異
は
質
に
普
偏
的
進

渉
を
見
る
こ
ど
ゝ
な
れ
わ
.
而
し
て
其
蛍
連
は
撃
輔
的

方
面
の
魔
用
に
放
て
'
尤
も
莱
し
き
も
の
あ
-
､
即
ち

微
塵
物
撃
其
他
に
於
け
る
検
徴
鋸
寓
晃
､
天
文
撃
等
に

於
け
る
紫
遠
鋸
葛
最
､
乃
至
活
動
篤
農
等
に
敷
け
る
基

腰
用
は
賓
に
偉
大
な
る
も
の
あ
る
に
至
れ
-
0

然
れ
ざ
ら
此
欝
兵
術
が
測
農
相
に
腰
用
せ
ら
る
～
に

至
ら
し
は
､
賓
に
十
九
世
紀
の
末
期
に
し
て
､
先
づ
最

初
に
利
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
､
地
上
普
通
罵
鼻
測
量

溝
に
し
て
､
地
上
若
-
は
高
所
よ
-
撮
影
し
た
る
二
方

向
の
葛
輿
番
.
即
ち
斜
葛
最
或
は
水
平
驚
異
を
用
ひ
､

此
方
向
線
の
安
倉
に
依
-
､
原
概
を
測
定
す
る
の
法
に

し
て
､
其
税
法
恰

も
測
粧
測
間
に
瓶
似
せ

る
も

の
な

ら
｡

故
に

本
法
は
之
れ
を
側
板
官
選
測
盈

M
esstisch

P
h
otogla
m
etrie
だ
挿
せ
ら
る
｡

而
し
て
爾
後
之
れ
に
嬰
す
る
寄
異
測
桑
器
械
の
類
も

亦
種
々
考
案
せ
ら
れ
硯
にこ
プ
リ
ッ
グ
リ
ー
式
､

n
ヅ
ぺ

式
'
ヒ
ッ
プ
ル
式
等
を
数
ふ
る
に
至

れ
-
0

依

田
如

蓋
二

三

六

文
末
球
上
よ
り
授
燈
し
た
る
葛
異
即
ち
軽
束
球
馬
具

B
alloo
n
P
h
otoolralD
h
の
凝
明
以
前
に
放
て
は
､
戚
上

よ
-
筆
箱
に
依
-
て
作
-
た
る
､
気
球
鬼
牧
園
B
aH
o
o
n

vi
e
w

L･i
る
も
の
あ

-
L
が
p
西
暦

一
八
五
八
年

(
安
政

五
年
)
ナ
ダ
ー
ル

N
ld
ar
は
繋
留
気
球
を
使
ひ
て
､
巷

中
よ
-
立
派
な
る
窺
球
葛
巌
を
撮
影
せ
る
を
以
て
'
気

球
見

取
図
は
蓬
に
気
球
究
異
だ
代
-
､
霜
に
集
中
馬
具

の
節

一
歩
を
踏
み
出
し
た
る
も
の
な
-
｡
叉
西
暦

1
八

六

11
年
(
文
久
元
年
)始
め
て
来
園
に
於
で
は
､
サ
ミ
ュ

ー
ル
.

エ
ー
.
キ
ン
グ

S
am
u
el
A

.kin
g
及
び
デ
ュ

ー
p
ダ
ブ

〝
ユ
'
ブ
レ
ー
ク

J.
W
.
B
la
k
e
に
依
-
て

コ
ロ
デ
オ
ン
鳩
舷
に
依
-
た
る
'
ボ
ス
ト
ン
輔
の
､
気

味
馬
具
の
撮
影
せ
ら
れ
た
る
も
の
田
づ
､
之
れ
密
航
峯

機
等
に
依
る
､
地
上
欝
輿
撮
影
の
噛
失
ど
す
｡

降

っ
て
閏
暦

1
九

〇
三
年
(
明
治
三
十
六
年
)
濁
乙
人

プ

ル
ブ
リ
ヅ
ヒ

P
u
lfrich
は
賓
鰭
葛
鼻
側
畳

S
te
re0

P
h
otoglam
etrie
を

考
創
し
､
卒
行
に
撮
影
し
た

る
二

個
の
寄
最
高
を
用

ひ

､
貸
鰻
鋸
に
依
-
て
原
職
を
測
定

せ
ゎ
､
即
ち
此
法
た
る
､
比
較
的
短

小
L.6
る
基
線
の
両

端

に
於
て
据
影
L
た
る
ー

一
封
の
葛
輿
苗
を
並
列
し
､



貸
鴨
鋸
に
依
-
'
原
鰻
.tJ
同

1
間
象
を
得
ー
之
れ
を
測

定
す
る
の
法
に
し
て
七

一
度
之
れ

を
蔑
視
す
る
串
に

依
-
､
影
像
の
遠
近
囚
凸
を
帯
現
し
て
'
薯
健
的
模
型

戚
を
得
､
禰
基
線
に
依
-
'
遠
隔
せ
る
地
物
'
地
貌
を

容
易
に
測
定
し
得
る
所

の
､
至
便
な
る
方
激
に
し
て
､

千
九
TriiI〇
四
年
に
完
成
す
｡
此
の
怯
柵
の
磯
風
以
後
.

馬
具
術

に
依
る
測
畳
の
典
慨
は
七
大
に
世
に
嘱
目
せ
ら

る
ゝ
Lに
至
れ
-
縛
て
千
九
官
〇
九
年
(
明
治
凹
十
二
年
)

喚
問
人

エ
ド

γ
ル
ト
'

リ
ッ
チ
γ
､
フ
ォ
ン
'
オ
ー
レ

ル
E
d
w
rd
R
ittel
Y
o

n
O
ret

は
賓
鰭
驚
異
轟

に
依

り
白
働
的
に
地
形
園
を

描
謂

し得
る
オ
ー

レ
ル
式
賓
鰻

鉛
白
働
異
聞
磯

ス
一7
レ
オ
オ
ー
ト
グ
ラ
フ
S
t
e
r
eo
･A
u
･

tograp
h
を
考
察
し
､
叉
西
暦

一
九

一
四
年
(
大
正
三
年
)

之
れ
が
改
良
を
完
成
し
'
カ
ー
ル
､
ツ
ァ
イ
ス
愈
牡
に

放
て
製
造
し
之
れ
を
酔
骨
に
顎
髭
せ
り
｡

又
英
問
に
於
で
は

へ
イ
ド

H
ey
d
e

狗
乙
に
於
て
は

フ
-
ゲ
ル
シ
Tn
フ

H
u
g
eISh
o
ff
等
共
に
白
働
製
同
機

オ
ー
ト
カ
ル
ト
グ
ラ
フ
A
･u
t?

C
2rtOgraP
h
を
教
明
し

審
具
測
塵
の
如
何
に
優
秀

に
し
て
精
密
測
免
に
之
れ
を

利
用
す
る
に
常
-
一
特
殊
の
場
争

曾
除
-
の
外
'
従
妹

餌
広
州
虫
及
蔓

的
観
相
の
歴
史

の
測
量
法
に
竜
も
遜
色
な
-
轟
ろ
優
れ
る
こ
亡
の
数
等

な
る
こ
～J
を
確
信
せ
し
む
る
に
至
れ
り
｡

次
で
西
暦

一
九

7
四
年
乃
至

一
九

二
〇
年

(
大
正
三

年
乃
至
九
年
)
の
頃
に
於
け
る
'
欧
洲

大
戦
以
兼
'
著

し
き
航
容
術
の
散
超
に
仲
ひ
'畠

中
葛
異
君
-
は
'
航

容
寓
輿

A
ir

P
h
.i.gra
p
h
.
r
A
erial
P
h.
to
grap
h

の
敏
速
を
見
､

之
れ
が
馬
具
測
量

P
h
otogra
m

etry
の

基
底
を
な
す
に
蜜
-
､
蓬
に
馬
具
捌
魔
術
は
肇
魂
に
於

け
る
他
の
或
種
の
測
畳
法
を
凌
鶴
せ
ん
だ
す
る
の
賓
偶

を

量
す
る
に
至
れ
む
｡

是
よ
り
先
非
団

に
於
て
は
商
暦

一
八
七
七
年

(
明
治

十
年

)
ウ
ッ
ド
べ
-
1
W
S
d
b
er
y
な
る
も
の
が
英
膏

利
の
陸
軍
省
に
容
申
需
異

の
軍

事
上
の
一目
的
に
対
し
､

敦
も
必
要
且
っ
有
効
な
る
轟
を
就
業
L
t
自
己
の
登
別

に
係
る
所
の
寓
農
機
の
採
用
せ
ら
れ
ん
都
を
要
求
し
て

之
れ
哲
程
出
し
た
･C
,L
も
､
時
期
尚
早
､
濠
に
採
用
せ

ら
る
～
に
至
ら
ず
し
て
止
み
だ
-
0

次
で
両
膝

一
八
六
八
年
(
明
治
十
九
年
)英
鞠
の
ア
ー

チ
.,,
ル
ド

A
rch
ib
ard
及
び
僻
蘭
酉
の
バ
ツ
I

B
Iltu
t

は
､
典

に
紙

鳶
に
寄
異
磯
を
装
潰
し
て
峯
中
瀬
影
を
試

一1137it-

三
七



増

頚

飾
十
二
窄

み
p
相
恩
の
効
果
を
収
め
た
ら
し
も
.
今
日
の
航
墨
馬

具
機
の
如
き
､
完
備
せ
る
特
殊
寓
輿
機
の
計
轟
は
､
其

れ
よ
り
賓
に
二
十
年
後
の
世
邪
戦
争
の
直
前
に
始
ま
り

た
る
も
の
な
ゎ
○

即
ち
其

一
例
を
英
樹
に
就
き
て
見
る
に
航
察
罵
最
を

公
然
だ
採
用
す
る
に
至
-
L
は
､
閤
僻

一
九

一
四
年

(

大
正
三
年
)
の
歌
に
し
て
､
其
の
一八
月
に
於
け
る
共
闘

航
塞
陳
の
人
員
は
俊
に

7
小
隊
に
過
ぎ
や
､
従
っ
て
暴

中
よ
-
撮
影
す
る
伏
撤
罵
鼻
の
如
き
は
､

一
握
飛
行
家

の
娯
楽
事
の
加
-
考

へ
ら
れ
た
る
も
の
な
-
L
も
､
戦

時
中
猫
乙
に
放
て
は
､
前
年
凍
巳
に
､
之

れ
が
運
用
巧

妙
に
利
用
せ
ら
れ
屠
る
軒
を
､
英

一
代
講
士
に
依
-
て

筋
骨
に
提
講
報
骨
せ
ら
れ
た
る
に
凝
固
し
'

一
同
驚
異

の
脈
を
見
破
･-
､
砥
ち
に
之
れ
が
採
用
の
動
機
を
な
し

即
時
賓
行
の
期
に
移
わ
た
る
も
の
に
し
て
'
閣
暦

一
九

山
四
年
(大
正
三
年
)
十

一
月
に
放
て
共
闘
の
航
麓
陳
は

ヌ

ー

フ
､
▲シ
ャ
ベ
ル
に
於
て
'
量
中
馬
異
の
据
影
を
試

み

p
非
常
な
る
成
功

を
見
､
著
し
き
精
華
を
収
め
得
た

わ
ざ

云
ふ
｡

而
し
て
常
時
に
於
け
る
状
袋
隊
の
塔
鼻
班
は
豚
枚
二

節
田
鶴

7
;畠

三
八

秦
.
兵
卒
ニ
7名
よ
-
成
る
に
過
ぎ
ざ
-
L
が
､
休
敬
皆

時
に
於
で
は
勝
枝
二
百
五
十
名
､
兵
卒
三
千
名
に
通
せ

-
超
え
て
近
時
に
至
っ
て
は
'
基
剤
時
に
比
L
資
に
其

規
模
に
放
て
天
地
審
蚊
の
差
を
塞
た
し
､
世
界
的
有
数

の
聴
連
な
見
る
に
至
っ
た
｡
而
し
て
欧
洲
大
我
申
軍
用

に
立
脚
し
て
使
用
せ
ら
れ
だ
る
航
蛮
寓
晃
は
､
蓬
に
平

和
的
の
目
的
に
向
つ
て
進
展
し
､
撃
術
的
ドニ
勝
又
賓
用

的
に
､
著
し
-
磨
き
鷹
用
の
範
園
を
見
出
し
.
従
っ
て

亦
航
塞
馬
具
磯
も
､
我
後
以
凍
益
々
改
良
せ
ら
れ
て
､

漸
次
之
れ
が
荒
壁
を
期
せ
ん
だ
し
､
之
れ
が
蜜
現
に
向

っ
て
進
行
の
道
弾
に
載
り
｡

而
し
て
航
塞
寓
泉
城
の
製
作
は
主
ビ
し
て
英
米
鵜
悌

襖
伊
の
謝
問
に
於
て
行
は
れ
'
各
国
競
ふ
て
之
れ
が
新

機
軸
を
凹
さ
ん
こ
と
に
力
め
主
だ
し
て
軍
部
の
譜
官
衛

に
於
で
之
れ
に
任
じ
'
専
門
撃
者
亦
之
れ
に
闘
し
､
現

代
式
地
固
製
作
に
､
劃
期
的
努
力
を
以
て
遇
進
し
っ
～

あ
ら
0
而
し
て
其
利
用
日
的
の
重
な
る
も
の
を
拳
ぐ
れ
ば
都

市
地
間
の
作
製
､
海
岸
､
山
地
､
其
他
未
踏
地
の
罵
異

測
量
､
道
路
新
設
地
の
踏
査
､
水
源
地
の
探
査
､
水
力



電
気
棟
補
地
の
探
査
､
高
輝
線
敷
設
候
補
地
の
撰
揮
､

森
林
に
於
け
る
樹
木
の
種
粗
判
別
'
秋
期
収
穫
期
の
穀

物
也
義

の
面
積
算
定
'
粘
轡
測
量
､
氾
濫
地
の
地
形
踏

査
､
潮
洗
其
他
､
火
山
噴
火
口
の
調
査
等
､
其
他
の
新

目
的
に
向
っ
て
も
佃
は
腰
用
の
故
地
を
春
す
こ
ど
あ
る

を
瓜
は
し
む
る
も
の
あ
り
｡

而
し
て
先
に
述
ぶ
る
所
の
諸
寄
異
同
を
以
て
'
詑
淡

的
記
載
に
依
る
地
形
間
の
修
正
'
或
は
既
成
地
形
間
に

通
腰
す
る
地
形
図
等
を
作
製
せ
ん
と
す
る
に
は
､
斜
馬

具
及
燕
肯
葛
異
の
二
種
を
利
用
す
る
を
通
例
ど
す
O

而
し
て
現
時
L1=
於
て
は
趨
勢
地
間
調
製
の
簡
易
化

に

向
っ
て
精
進
し
っ
ゝ
あ
る
鮎
英
､
種
々
.
便
宜
法
の
案

出
せ
ら
る
ゝ
も
の
あ
-
､
大
略
左
の
四
種
の
方
法
に
依

り
て
作
製
せ
ら
る
ゝ
も
'
相
新
式
覇
畏
製
間
の
新
方
面

を
開
拓
せ
ん
ビ
企
園
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
り
｡

二

軍

･I
馬
具
に
依
-
､
標
高
測
定
法
な
行
ひ
.
間

解
約
に
p
其
附
近
の
地
形
p
乃
至
固
形
を
素
描
し

之
れ
を
綜
合
し
て
､
原
図
を
作
製
す
る
所
の
も
の

二
･
･,1
ノ
ラ
ヤ
範
異
､
若
-
は
気
球
嵩
輿
に
保
ち
P

基
礎
的
原
鮎
(
三
角
郡
､
水
準
鮎
の
如
き
)
を
配
し

鰯

県

別

灘

及

朝
粥
規
樹
の
虚

血

同
番
的
捕
紬
に
依
-
て
栗
岡
を
稗
､
之
れ
に
借
り

て
､
原
間
を
作
製
す
る
も
の
｡

三
､
賓
髄
寓
最
及
夷
他
諸
器
械
の
腰
用
に
伐
る
も
の

E
L
で
は
､
地
上
罵
暴
君
-
は
う
嚢
中
罵
異
の
賓

鱒
的
資
料
LIこ
依
-
'
薯
鰹
等

興
製
図
機
か
若
-
紘

自
働
梨
園
機
等
の
鷹
用
に
依
上

棟
械
的
に
其
操

作
藍

花
成
せ
ん
だ
す
る
も
の
､

四
､
嚢
中
篤
農
に
依
る
も
の
､
峯
申
葛
異
は
'
其
上

重
商
皮
大
な
れ
ば
､
比
較
的
庶
面
積
の
地
域
を
包

含
し
た
る
P
馬
具
地
閲
を
得
て
'
第
異
梯
尺
に
封

す
る
誤
差
の
範
囲
は
､
著
し
-
大
な
ら
す
'
輿
地

間
的
槻
容
に
は
利
便
な
れ
で
も
､
其
細
部
を
知
悉

す
る
に
促
な
ら
ざ
る
を
以
て
p
地
形
閲
調
製
の
目

的
に
向
っ
て
は
'
嚢
中
罵
輿
､
就
中
'
航
祭
壇
に

俵
も
た
る
大
梯
八
の
'
間
隔
的
連
棺
馬
具
を
使
用

す

る
な
政
も
憩
迫
ど
す
､
即
ち
間
隔
的
連
措
寓
異

の

二
光
に
､
約
四
鮎
以
上
の
'
基
礎
的
間
赦
鮎
を

有
す
る
如
-
撮
影
し
た
る
'
垂
湛
罵
展
を
以
て
p

同
乗
和
瓦
の
銅
係
を
ど
も
水
平
度
の
矯
正

(之
れ

を
野
蛮
ど
も
云
ふ
)
を
行
ひ
p
原
鮎
だ
相
臆
せ
し

こ
忠

三
九



蛸

凍

第
十
二
窄

め
て
之
れ
を
撮
影
し
､
竜
ザ
イ
ブ
ク
を
行
ひ
て
､

水
平
度
の
矯
正
な
行
ひ
た
る
馬
具
的

7
閲
韮
ビ
な

し
､
之
れ
密
通
潜
に
虞
理
す
る
事
に
依
り
て
'
他

聞
の
作
製
を
容
易
な
ら
し
む
る
に
あ
-
0

而
し

て之
れ
が
p
固
相
的
魔
球
ど
し

て
は
.
左
の

三
法

に依
る
｡

山
､

モ
ザ
サ
イ
ッ
ク
馬
具
を
作
h
IP
必
要
梯
尺
の

馬
具
的

<L
間
葉
bJ
な
し
p
之
れ
に
不
担
質
の
形

料
貴
著
-
は
イ
ン
キ
を
以
て
こ
れ
新
種
鎗
し
.

後
馬
具
影
像
を
脱
像
せ
し
め
て
.
原
因
を
な
す

も
の
ど
O

二
､
前
記

竜
ゲ
イ
ヅ
ク
寡
兵
を
撮
影
し
て
､

葡
萄

節
E
I軟

二
黄

四
〇

異
等
&
L作

-
'

之
れ
を
地
相
的
に
横
瀬
着
遷
し

後
腹
藍
の
上
原
間
を
構
成
す
る
も
の
だ
｡

三
'
巧
ゲ
イ
ッ
ク
等
鼻
に
､

平
版
印
刷
に
要
す
る

方
法
を
以
て
精
糖

L
.
之
れ
を
蔽
接
石
版
著
-

は
範
鉛
版
に
轄
葛

し
て
.
直
接
印
刷
物
を
待
ん

だ
す
る
も
の
も
あ
ゎ
0

地
山

富

以
上
は
電
界
測
量
､
葛
輿
親
閲
の
意
義
及
其
種
類
に

就
き
て
撒
察
し
､
併
せ
て
之
れ
が
起
因
､
沿
革
を
略
赦

し
た
る
も
の
に
し
て
､
之
れ
が
評
価
に
的
し
て
は
､
他

日
を
期
し
､
稿
を
改
め
て
帯
び
讃
者
に
見
え
ん
だ
欲
す

る
も
の
で
あ
る
0

石
見
鵜
ノ
鼻
の
特
殊
安
山
岩
に
就
て園

山

市

太

郎

柿
本
人
鷹
歌
聖
を
祭
神
ビ
仰
ぐ
楳
融
柿
本
醐
赦
鎮
座

の
地
､
石
見
高
津
町
か
ら
海
岸
を
兼

へ
約
五
粁
､
石
見

浄
円
輝
附
近

の
渥
岸
線
は
'
部
分
に
よ
っ
て
地
栗
に
多

少
の
壁
化
は
あ
れ
ざ
概
し
て
平
坦
且
躍
純
で
p
商
圏
か

ら
北
東

へ
斜
走
す
る
構
造
線
ビ

一
致
す
る
.
そ
し
て
其

間
突
忽
的
に
岩
骨
を
露
は
し
､
肢
節
は
延
び
て
海
中
に


